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あ
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概
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が
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懸
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兩
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又
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萬
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右
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又
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行
政
棄
市
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稱
す
る
も
の
を
總
括
し
て
都
會
と
し
、
之
に
，對
し
て
行
政
上
の
郡
部
、
即
ち
町
村
を
總
括
し
て
農
村
と
す
る
方
法
は
、 

最
I

「

般
的
.で
あ
り
且
つ
明
瞭
で
あ
る
。
或
る
自
治
體
が

i

^

有
す
る
か
否
か
は
最
1

容
|

判
る
こ
と
で
、
從
て
こ

れ

に

菡
く
分 

類
に
於
て
は
、
疑
問
の
生
ず
る
餘
地
が
な
い

.
0

强
て
例
外
を
求
洛
れ
ば
朝
鮮
に
於
け
る

「

を
で
あ
.る
が
、
こ
れ
も
大
體
內
地
の

「

市」

と

同1

視
し
て
i
v>
で
あ
ち
ぅ
。
假
令
こ
れ
に
就
て
幾
分
-€
>疑
問
が
あ
る
と
し
て
も
、'問題
を
內
地
に
限
る
.場
合
に
は
-
殆
ど
常
に
、

地

の

み

が

問

題

と

さ

れ

る

^
-
-何
等Or

支
，障
^
來

さ

な
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.ミ
の

分

類
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大
•の
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は

、
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民

，
の
>>
歲
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關
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な.る
'匕
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で
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>
,る
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老

ん

後
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述
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て
、
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。
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落
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瓛
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^

 

意

味

喜

ち■

い
の
で
ぁ
るタ
本
邦
の
數
淑
市
に
つ
い
て
i

略
々
次
の
如
き
結
果
が得
ら
れ
るO

 

市
年
鑑
に掲
げ
ら
れ
た
數
字 

ょ

り

素

。
：
右I

s

少
か
もS

誤
植
I

。
：
例

へ

ば

弘

前

市

の

面

積

は

〇
：•：：

■

方

籽

と

な

マ

續

果

し

て

然

ら

ば

密
 

度
は
芄
：
.
：
一
:
〇
: ©

0

と
な
り
、"

.

市
の
最
.冬
人
ロ
刺
密
な
る
淺
草
區
の
四
五

.0
0
0 '

弱
を
遙
か
杧
超'§す
，る
ン

■'
;

.'
:

 ̂

諧

.

:

,
at
I

S

5
 

>

n

i

>
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二

て

蓮 

T结

"
s

M
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■

姆
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M
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J
X
4
0
9 

IVD
OO
C
O

^

与

,

#

ハ

.

.

.

:

■
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:
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:
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01
3
9
0
0

*•900 

.
.
4
0
0
8
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3
4
S
8

 

3
2
S
8

ムOOP

3
3
8

 cn
5

53。
1
0
4

1
1
0
0

2
7
3
0

右
は
全
國
市
町
村
か
美
称
し
塞
干
例
S

I
い
。
聲

S

く
、
町
村.

I

て

は

特

別

の

焱

裳
 

る
の
み
で.あ
る
か
ら|

分
の
繁
は
得
ら
れ
な
い
が
、
併
し
右
表
の

み

に

ょ

っ

て

も

、

合

あ
ら
ぅ
。
即
ち
市
部
に
於
て
は
、
大
な
る
は
大
阪
市
の
一
四
ニ
〇
〇
が
ら
、
小

I

は
获
市
の.四
o
〇
に
f
、
町
村
に
於
て
も、
- 

條
町Q

1
I
I
O

か
ら
夕
張
町
の
六
五
に
至f

で
の
各
種
震
が：f

故
に
若
し
 ̂

三

條

町
r '
j

町
等
は
都
市
に
、
書

市

、
八
：戸
市
、
宇
治
山
田
市
、

I

等
は
農
村
に
轉
化
す
る
譯
で

あ

る

。

併
し
是
等
が
單
に
行
政 

的
地
域Q

廣
狹
に
ょ.っ
て
f

れ

た

椠H

過
I

い

こ

と

は

、

斯
か
る
市
町
村

q

內
容
を
相
萣
比
較
し
て
見
れ
g

t

に

判

る

事

 

で
あ
る
。
即
ち
人
口
蜜
は
本
邦
に
於
て
も

•

都

鄙

翁
s

f

し
n

f

持

為

な

い

备
I

ね

ば

驚

ぬ

。

,
ぺ
然
る
；に*

-^

密
度
(0

則
絮
忙
於̂

、
山
林
、'原
»

、
：田
畑
の.如
§:
^

の
居
住
せ
ざ.る
部
分
を
除
外
し
、
.
單
|€

住
宅
地
、
：X
場
地
又
は 

道
路
等
0
:
み
を
睐
名
：な
ら
ば
、
.：
：
私

述

の

木

備

は

排

.

さ

れ_る
_替
.
で
：
あ̂

村
( 0

概

翕

の

中

に

、
は

常

#

必
.咕
£

_
の
毺
：の
地
域
：が
：包
含
さ
れ
て
：ゐ
る
事

$:
*

閑

却
-1
,

て
'
は
な
ら
な
い0

都
會
の
內
部
に
^
多
少
の
森
林
原

野
.は
あ
る
替
で
あ
り
、
況
や
農
村
に
於
て
は
、
田
畑
を
按
除
し
て
は
到
底
農
村
が
る
概
念
が
成
立
し
な
い

0

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

• 

- 

- 

? 

- 

: 

.
 

: 

.

.

. 

. 

.

.

.

. 

• 
:
■
:
 

.

.

.

.

. 

.... 

•
: 

.

.

. 

- 

- 

.

:
..
h

最
後
把
け
人

〔

ロ
密
度
に
ょ
る
分
類
は
、
前
述
：の
行
政
：上
の
分
類
及
び
人
ロ

'に
' ^

る
分
類
と
同
じ
く
、
人
口
の
戳
業
的
鞲
成
を
無
現
せ 

，ね
ば.な
ら
ぬ
點
欠
於
て
大
な
る
缺
陷
が
あ
る
。
前
表
に
於
け
る
夕
張
町
や
美
唄
町
の
：如
き
、
そ
の

.地

或

の

廣

大

な

冬

た

め

‘_

、
密

度

は 

僅
か
.に
六
五
に
過
ぎ
ず
、
恰
も
山
間
の
僻
村
に
近

.
い
が
、
事
實
は
盛
大
な
る
炭
坑
扉
で
言
^
從
つ
て
產
業
的
に
は
寧
ろ
都
市
の
性
質 

を
具
へ
て
ゐ
る.の
で
.あ
■る
。

• 

.

"

*
n-

海
び
植
民
地
々
方
は
概
し
て
市
町
村
の
面
積
が
廣
大
で
あ
る
。
即
ち
他

.の
■事
情
に
し
て
等
V

い
陳
り
、
そ
の‘密
度
は
小
と
な
る
0
.

‘

都

鄙

，
の

卵

は

畢

竟

近

代

的

齒

エ

業

と

封

建

的

產

業

の

別

と

も

見

ら

れ

る

。

‘

敗

に

人

：
ロ
：
の

職

業

別

は

、

：

當

然

都

鄙

分

類

の

：
：
一

標

準

た

る 

を
得
る
ゎ
げ
で
あ
名
。
然
名
に
こ
れ
を
實
際
に
適
用
す
る
場
合
に
は
多
大

O '

困
難
に
逢
着
す
る
。
漦
し
大
都
市
も
必
ず
多
少
の
農
業
人 

;
ロ
.
を
含
み
、
農
村
も
必
ず
多
少
.の
商
工
業
人
口
を
含
む
か
ら
で

.
あ
る
。
例
へ
ば
典.型
的
商X
布
た
る
大
阪
市
す
ら
約
，.

一

萬

六

千

の

議 

,
人
.ロ
'
を
含
み
東
京
市
の
如
き
は
七
萬
に

^

^

^O

況

や

地

方

小

都

市

に

，
於

.け

，
る
；
そ

：
の

割

合

：
は
；
可

成

技

大

，
な

る

も

©
.
が

あ

る0
。
又

農

村 

:
忙
於
け
る4

商
人:

手

工

業

若

は

職

業

別

，
か

ら

.は

.都
#

の
商
工
業
者
と
同

一 :

項
目
に.算
へ
•
ら
れ
る
が
、
そ
の
占
»

る
；.割
合
は
極
め
て 

會

赢
f

 S

分
.類
K

就
てJ 

S

 

§
1
!
〕



:

奢

赢

料

|
分

|

て
1

,

。

八

：
：

 

七S

 

1

3

f

 

e

s

•
る
。
市
部S

人
§

前
_

如
I

I

攀

.

i

l

i
奮

1

總
人

:客

0
于

砻

萬
*
は

聽

人

專

办

系9
本

邦
■

業
人

口#
. 一
 

f
八
百
^
に
^

1

1

 

i

視
i

%
望

感

以
•

讓

.1

.
は
非
_

人

ー

只

蒙

：

^
馨

に

な
■

汰

都
#

、
3

 

の

韵

合

參

；

.

^

&

^

#
村
杧
：於

け

态

商

エ

.業
4
裳

^
合
;<
?
;は
、
：̂
^
も

無

視

：卷

恙

い

程

度

の

修

少

な

惠

^
あ

る

が

、
着
 

端
I

間

握
|

〖

鑫

舊

#
:に
.
於

：
て
；
は

馨

吏

ぬ

1

進

在

し

そ

|

6

加

之

〜

か

|

中

間

人
口
の
性
質
が
果
し
て
都
會
的
為
る
か
或
ひ
は
寧
ろ
農
村
的
な
る

.
か
は
、
統
計
的
に
決
定
す
る
事
困
難
で

I

ぅ

O

更

に

農

村

の

副

業

 

の

可

成
: «

の

部

分

は

エ

業

忆

學

る

奮

こ

れ

尤

け

で

尨

職

_

類
を
甚
だ
键
雜
困
難
.

|

|

:
て
ゐ
る
事
を
忘
き.は
な
.ら
ぬ
。, 

身

見

れ
.ば
#

E

商
工
業
人
口
の
割
合
が
太
で
あ
る
か
ら
と
言
つ
て
、
直
ち
に
こ
れ
を
都
會
と
見
做
す
の
は
甚
だ
早
计
と
言
は
ね
ば
な 

美

々

：.即
ち
少.く

と

も

獲

統

計

義

在I
•

も
遙
か
に
進
歩
し
：て
? :

職

業

人

甚

內̂

類

難

容

で

あ

る

。
'
:唯

襄
_

定
の
市
町
村
が
！
^

•

大
■

割
合
の'農
業
又
は
商
讓
人
口
を
$

場

合

汽 

に
^

^

分
類
を
修J E
^

‘る一
.

手
段
と
し
て
利
用
す
る
：事

は

襄

寞

完

.'., 
•
.七
.
：
-

'.
V、
ふ
.

.

へ
'r
 

 ̂
^
'
.
v

孤

_

記

レ

た

諸

分

類

は

：何

れ

も

人

ロ

を

規

準

^

し

：た

も<6
:

で
：あ.

る

：
が、

#

し
多
數
人
ロ
の
。密
集
の
：み
を
以
.て
直
ち
に
都
會
皇
做

： 

じ
得
な
い
琪
は
旣
に.

說
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
.又
假
令
商
工
人
口
の
割
合
の
.多
い
個
所
で
さ
へ
必
ず
を
都
會
と
認
め
得
な
い
場
合 

I

:

る
9
例
へ
ば
鑛

.

山
地
方
に.

は
農
業
人
口
は
少
く
、
従
つ
て
職
業
的
に
は
充
分
の
都
會
性
を
持
つ
て
ゐ
る
が

V

:
併
し
か

N

.る

佩
所

の

■ 

-

-

.
 

- 

吾
人
に
與
へ：：

る
印
象
は
、
：，吾
人
の
有
す
名
都
會
な
る
概
念

^

は
甚
だ
異
る
も
の.

が
が
：る
；0

荒
凉
た
る
秃
力
、

.
見
窄
ら
し

A

.

1

#
.
人

家
.'
,
-
»道
路
V 

,*,
:

是
等
は
凡
そ
都
會
の
風
景
士
は
遙

 

>
 
に
遠
い
も
の
で
あ
石
。
惟
ふ
に
農
村
に
自
然
の
美
の
あ
る
と
同
じ
く
、.
郁
會
に
は 

人
工
の
美f

け
れ
ば.

1

广

ぶ

；
デ
 

併
し
美:0
概
念
は
常
に
抽
象
的
で
>

從
0

て
と
れ
を
數
量
的
に
表
現
す
る
：事
を
許
さ
な
い

0
,
故
に
若
し
都
會0

屬 

な
る
も
の
を
採.ら
^

と
す
れ
ば̂

先
づ
斯
か
る
人.エ
美
の.
具
體
的
內
容
を
分
析
せ
ね
ば
.な
ら
.ぬ
？
そ
し
て
比
處
に
言
ふ
人
エ
美
と
は
、 

必
ず
し
も
外
觀
の
美
の
み
を
指
す
の
で
な
く
、
，
密
集
生
活
を
多
少
，と
も
安
慰
快
適
な
ら
.し
め
る
こ
切
の
人
工
的
施
設
を
總
稱
す
る
の
で 

あ
ざ
o

從

：で

そ

の

内

《

<

^

甚
だ
複
雜
多
岐
に
苴
り
、
：

.そ
0

全
部
乃
至
大
部
分
を
擧
げ
る
こ

i

す
，ら
寧
ろ
不
可
能
に
屬
す
る
が
、
假
り
忙 

代
表
的
と
思
は
れ
る
若
午
を
列
記
：す
れ
ば
略
：々

次
の
如
き
：ち
の
と
な
ら
ぅ
タ

1

、
道
.略
、
：
"
一
—

道
路
の
整
備
は
都
會
の
.
重
，要
な
：
1

屬
性
と
見
做
さ
れ
る
/ 0

ー
 

聖
全
道
路
に
對
す
る
：鋪
裝
道
路

>

#

.
に
高
級
鋪
裝
道 

路
：の
劇
合9

昭
和
七
牢*

の
調
査
に.據
れ
：ぼ̂

全
國̂

高
鋏
鋪
裝
な
：き
市
は
:;
>

判
明
せ
る
も0

\

, ^

で
も
六
：十
を^

ぇ̂
^
^
 ̂

鋪

季
6

缺
ぐ
も‘の
3

十
數
市
に
及
ぶ
タ
反
之
：、
：
例
へ

.ば
小
«

村
.
に
は
.
.
=

1

、
：蓮
-

^

車
輛
、
こ
就
中-
2

^

^數
、
市̂

電
車
办
宥
無
ブ
又
河
海
瘍
む
市
町
村
に
あ

^

て
は̂

^

河
設
備
の
程
度
タ'
 

I 

;
1

、.通
信
I

.

郵
便
局
數
、
郵
便
物
取
扱
數
.、
麗

塵

、.就
中
電
話
加
入
ロ•數
。
ラ
ジ..オ
加
入
箸
數

(

こ
れ
は
別
項
の
娛
樂
施
設 

•
t o

算

务

て：

も
ょ
‘
ぃ)

 

\
 

丨
ハ：
'
:

,1

、
主

下

冰

道

太

都

市

の̂
水

普

薩(

■
$
.は
佝
变
高
^
太
阪
市
九
--
*
，̂

:「

抓
#

V

農
村
1

分
類
片
就.て
1.
'

,

: 

七
7£

一
.

r
:

五
.

i
u



『

钸
會
ミ
農
村
ミ
の
分
類
;̂
就
1:
-
し

涪

I
は
薄
不
同
で
、.

S

1こ

の

施

設

產

ぐ

箸

對

し
 

—

度
末)
は
町
村
め
水
道
，は
農
業
用
编
漑
設
備
.に
附
隨
ず
.るi

が
多
_

で

へ

.? !

及
電
I

、
I

現
在 
一
二 
一一#

^

見

I

名

小

都

市

|

蒙

。
之
f

.

I

L

5

0

S

 

i

 於
て

'
皇

施

設
I

I

I

。
併
|

_

は
1

て
1

會
I

 

"
■

I

想

家

平
_

は
,

這

H
續

f

 

I

f

i

f
，
l

i

五
f

ト

'
.
敎

育

施

設
-
-
-
7
都

會

は

經

濟

的

中

心

た

る

と

司

時

.に
'文
.
7̂)
中
>
?&'
0
女

こ

ヒ

デ|

1

€

:
標

準

蒙

る

鱉

ち
":
.( 

：；
v

n

時
に
f

の
f 

I

る
；
故
I

育
I

の

震

の
J

_

た
P

I

て

I

f

藝

最

l

l

l

f
、
I

案

以
上
_

施
設
l

i

i

i

す
べ
1

論

的

都

市
_

的
f

 

i

し
も
一
f

l

l

l

n

y

■

“

I s
l f
l l

y

l l
n

p

r

r

n

y

.

.

が
出
来
る
。
 

'

一.、
各
種
社
會
事
業
、
街
生
施
設
、
黎
察
、
消
防
等
？

 

. 

. 

*

:
右
< 9

諸
項
は
何
れ
も
都
鄙
分
類
：の
補
助
手
段
と
認
め
得
る
が
、
最
後
に
筆
者
は
.斯
か
る
表
面
的
事
實
以
外
に
猶
ほ
ー
ヶ
の
有
ヵ
な
補

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

- 

. 

.

助
1

ぁ
る
を
指
摘
し
た
い
0
"
そ
れ
は
都
會
は
全
國
平
均
ょ
>

も
概
し
て
：促
い
出
生
及
死
亡
率
を
亲
す
と
い
ふ
事
で
ぁ
る

0

6

ヮ

费 trl

住

辟

I

2ぬ
.2

7

 

2
8
.
2
6

 

27.28 

27.90 
. 

..2
6

.4
4
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556 .5
0
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26.72 

27.60
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眇
翅
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